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西町

福田坪

新町

東
谷
田
川

西
谷
田
川（
境
松
川
）

二の丸

台町坂町

内町

七軒町

駒形

不動町

福田町

　

初
代
藩
主
、細
川
興
元
（
お
き
も
と
）は
、関
が
原

の
役
や
大
阪
夏
の
陣
の
戦
功
と
し
て
、
下
野
国

茂
木
と
常
陸
国
筑
波
郡
に
一
万
六
千
石
の
領
地

を
賜
わ
っ
た
。元
和
五
年（
一
六
一
九
年
）、
二
代

藩
主
興
昌
（
お
き
ま
さ
）が
、
茂
木
か
ら
谷
田
部
に

移
り
、現
在
の
谷
田
部
小
学
校
の
地
に
、細
川
藩

の
陣
屋
を
置
い
た
。陣
屋
の
南
側
に
は
、
武
家
屋

敷
な
ど
が
並
び
、
城
下
町
が
整
備
さ
れ
た
。陣
屋

の
北
側
と
東
側
に
は
堀
が
め
ぐ
り
、
そ
の
先
は

湿
田
で
あ
っ
た
。小
字
名「
七
軒
町
」は
、
武
家
屋

敷
が
七
軒
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。

谷
田
部
小
学
校

　

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）
の
「
郡
区
町
村

編
成
法
」に
よ
り
、
郡
役
所
は
所
属
す
る
町
村
を

総
括
し
、
郡
は
県
に
総
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。筑
波
郡
役
所
は
、
旧
細
川
藩
陣
屋
に
置
か

れ
、
谷
田
部
は
長
く
行
政
の
中
心
と
な
る
。郡
役

所
が
大
正
十
五
年
に
廃
止
さ
れ
た
後
は
、
谷
田

部
小
学
校
と
し
て
今
に
至
る
。現
在
、
小
学
校
南

側
に
立
つ
戦
没
者
供
養
塔
の
辺
り
に
郡
役
所
の

大
門
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

千
歳
通
り（
ち
と
せ
ど
お
り
）

　

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
年
）に
谷
田
部
町
と
周

辺
四
カ
村
が
合
併
し
て
新
し
い
谷
田
部
町
が
誕
生

し
た
。谷
田
部
町
役
場
は
、小
学
校
の
東
側
、現
在

の
千
歳
通
り
に
あ
っ
た
。今
そ
の
跡
地
に
は
、
合
併

記
念
の
石
碑
の
み
残
っ
て
い
る
。通
り
の
名
前
は
、

小
学
校
の
校
庭
に
生
え
て
い
た
が
、
平
成
五
年
（
一

九
九
三
年
）
に
枯
死
し
た
「
千
歳
松
」
に
由
来
す

る
。こ
の
大
松
の
幹
の
輪
切
り
が
谷
田
部
郷
土
資

料
館 　

 

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

陣
屋
の
玄
関

　

陣
屋
の
玄
関
部
分
が
、現
在
、公
民
館
倉
庫
の

入
口
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。か
つ
て
茅
葺
で

あ
っ
た
も
の
が
瓦
屋
根
に
な
っ
て
い
る
が
、
頭

貫
に
は
細
川
氏
の
紋
章（
九
曜
紋
）が
あ
り
、
貴

重
で
あ
る
。

お
馬
ヶ
池（
お
う
ま
が
い
け
）

　

陣
屋
内
の
藩
主
住
居
の
庭
園
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
池
。
現
在
は
秦
家
の
庭
と
し
て
一
部
保
存

さ
れ
て
い
る
。
湧
水
も
あ
っ
た
と
い
う
。

八
坂
神
社

　

鳥
居
に
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
年
）・
三
町

氏
子
中
と
い
う
刻
字
が
あ
る
。今
も
毎
年
七
月

に
は
内
町
・
新
町
・
台
町
の
三
町
で
祇
園
祭
が

行
わ
れ
る
。鳥
居
横
に
大
ク
ス
、
境
内
の
大
六
天

神
社
の
後
ろ
に
は
大
ケ
ヤ
キ
が
あ
る
。

八
幡
神
社

　

境
内
の
石
灯
篭
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
年
）
造

立
で
、
星
や
月
の
型
を
抜
い
た
火
袋
を
持
つ
。鳥

居
は
同
年
造
立
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
再
建

の
記
銘
が
あ
る
。拝
殿
な
ど
に
「
九
曜
紋
」
が
刻

さ
れ
て
い
る
。境
内
に
カ
ヤ
の
大
木
が
あ
る
。

玉
川
館 

跡
地

　

谷
田
部
商
店
街
通
り
に
面
す
る
和
菓
子
屋

「
玉
川
堂
」
の
裏
手
の
駐
車
場
に
、
か
つ
て
は
二

階
建
て
の
映
画
館
・
劇
場「
玉
川
館
」が
あ
っ
た
。 

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）
に
解
体
さ
れ
た
が
、

大
正
〜
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
、
当
時
の
ス

タ
ー
な
ど
も
来
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

　

道
林
寺
か
ら
島
名
に
至
る
道
は
、
茂
木
へ
と

続
く
街
道
と
合
流
し
、
細
川
氏
が
通
っ
た
こ
と

か
ら
細
川
街
道
と
も
呼
ば
れ
た
。福
田
坪
の
交

差
点
か
ら
北
へ
約
八
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
は

外
堀
と
も
伝
え
ら
れ
る
土
塁
と
堀
跡
「
谷
田
部

大
堀
」が
残
る
。裏
面

道
林
寺（
ど
う
り
ん
じ
）

　

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
年
）
開
山
と
さ
れ
る

浄
土
宗
の
寺
。
細
川
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
、
位

牌
や
側
室
・
子
女
の
墓
碑
が
残
る
。
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
火
災
で
本
堂
な
ど
が
焼
失
し
た
が

再
建
さ
れ
た
。
墓
地
内
に
飯
塚
伊
賀
七
や
広
瀬

周
伯
・
周
度
の
墓
が
あ
る
。

　

現
在
の
谷
田
部
商
店
街
の
西
端
に
あ
た
る
十
字
路
は
「
四

つ
角
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
は
大
門
が
あ
り
、
城
下
町
の

南
の
入
口
と
し
て
発
展
し
た
。

和
泉
屋
（
い
ず
み
や
）

　

四
つ
角
に
あ
る
蕎
麦
屋
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）
に

建
て
ら
れ
た
当
時
は
米
・
炭
・
茶
な
ど
を
扱
う
商
家
で
あ
っ

た
。
昭
和
二
十
八
年
よ
り
蕎
麦
屋
を
始
め
る
。
店
内
に
飾
ら

れ
て
い
る
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）
の
谷
田
部
の
航

空
写
真
は
、
終
戦
後
に
谷
田
部
飛
行
場
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
よ
り

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
超
寺
（
み
ょ
う
ち
ょ
う
じ
）

　

徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
年
）の
開
基

と
い
わ
れ
る
浄
土
真
宗
の
寺
で
、寛

文
十
一
年
（
一
六
七
一
年
）に
陣
屋
を

整
備
す
る
た
め
現
在
地
に
移
さ
れ

た
。本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
寛
永

八
年（
一
六
三
一
年
）に
京
都
本
願
寺

か
ら
賜
っ
た
。本
堂
は
明
治
時
代
に

焼
失
し
た
が
、仮
本
堂
を
経
て
平
成

十
一
年
に
本
堂
を
再
建
。

天
井
に
は
院
展
作
家
・
日

下
鉄
五
郎
画
伯
の「
八
方

睨
み
の
龍
」が
あ
る
。

　

境
内
に
は
、谷
田
部
国

民
学
校
三
年
二
組
の
防

空
壕
跡
の
石
碑
が
あ
る
。第
二
次
世
界
大
戦
末
、谷

田
部
飛
行
場
が
近
い
た
め
空
襲
が
多
く
、周
辺
の

寺
院
に
疎
開
し
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

五
角
堂
（
ご
か
く
ど
う
）

　

飯
塚
家
の
門
を
入
っ
て
右
側
に
あ
る
。
文
政
年

間
以
前
に
作
ら
れ
た
珍
し
い
正
五
角
形
の
建
物

で
、
各
辺
の
な
す
角
度

を
１
０
８
度
に
な
る
よ

う
に
設
計
し
た
飯
塚
伊

賀
七
の
功
績
を
残
す
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。
県

文
化
財
指
定
。
中
に
は

歯
車
仕
掛
け
の
脱
穀
機

が
あ
っ
た
と
い
う
。

江戸後期、宝暦十二年（一七六二年）、新町で代々名主を務
める旧家に生まれる。数理に明るく発明家であり「から
くり伊賀七」と呼ばれる。五角堂　　の他、天明八年（一
七八八年）に自作の測量機により制作した「分間谷田部絵
図」は今の地図に匹敵するほど精度が高かった。文政五年

（一八二二年）に制作した「伊賀七の時計」は、朝晩、鐘や太鼓を
打ち鳴らし、笛を吹いて時を知らせたという。再現されたも

のが谷田部郷土資料館　　にある。その他、「茶くみ人形」「酒買い人形」「飛
行機」「自転車」「懐中時計」なども作ったという言い伝えがある。

　江戸後期、寛政から文政にかけて藩医を務めていた広
瀬周伯は、蘭学を志し、杉田玄白について学んだ。寛政年
間に「三才窺管（さんさいぎかん）」を著述し、天文学・地学・
医学の概要を図説した。その挿絵は、周伯の嫡子、周度が
描いている。周度は、医学だけでなく書画にも優れ、羽成
観音堂（つくば市羽成）裏面　　の額字や天女の天井画、
飯塚伊賀七の肖像画を残している。彼らを称えて、谷田
部に過ぎたるものとうたわれた。

谷
田
部
に
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広瀬 周伯 しゅうはく　広瀬 周度 しゅうたく　

平
日
十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

開
館（
谷
田
部
交
流
セ
ン
タ
ー
で

受
付
）。入
館
無
料
。広
瀬
周
度
が

描
い
た
飯
塚
伊
賀
七
の
肖
像
画
、

再
現
さ
れ
た
伊
賀
七
の
和
時
計

な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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